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平成１５年５月２６日
第３５回 日化協 技術賞選定について
（社）日本化学工業協会 

  日本化学工業協会（日化協）は、このほど、第３５回日化協技術賞を決定しました。

同賞は、化学技術の進歩向上を図り、化学産業の発展を図る一助として設けられた賞で、優れた化学技術を毎年表彰しています。

本年は、２４件の応募があり、技術委員会（委員長：三浦勇一㈱トクヤマ会長）で慎重に審議を重ね次のとおり決定しました。受賞業績は以下のとおりです。なお、表彰式は５月２７日の第１２回日化協通常総会会場にて執り行われる予定です。

日化協技術賞（総合賞）

旭化成株式会社
「副生ＣＯ2を原料とする新規な非ホスゲン法カーボネート製造プロセス」

受賞理由：独創的な非ホスゲン法カーボネート製造プロセスの技術の開発と世界初の製法による工業化の完成により、環境面、コスト面、品質面などで社会への貢献が大きいと評価。
日化協技術賞（技術特別賞）
三菱化学株式会社

「高純度電解質製造プロセスの開発」

受賞理由：新製法の本技術で製造された高純度電解質は高純度で低価格のため、アルミ電解コンデンサなどの電気化学デバイスに使用されエレクトロニクス製品の小型化に貢献するとともに、電気二重層キャパシタを搭載した燃料電池車やディーゼルハイブリッド車などの実用化にも貢献し、将来の需要の増大が期待されている。

日化協技術賞（環境技術賞）

帝人ファイバー株式会社

「ポリエステルケミカルリサイクル技術の開発と企業化」

受賞理由：本技術により、ＰＥＴに代表されるポリエステル製品のほとんどすべてを、石油から製造したバージンのポリエステル製品と同等なものに再生することが可能になり、同製品の完全循環型社会の形成が可能となった。また、本技術は消費エネルギーとＣＯ2を大きく削減できる。これらの点で本技術の社会的貢献度は非常に高いといえる。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

（本件の問い合わせ先）日本化学工業協会　広報部（青山、石坂）　０３－３５８０－０７５２
